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指導書＆デジタル教科書・教  材で指導書＆デジタル教科書・教  材で
社会科の授業を徹底サポート社会科の授業を徹底サポート

帝国書院の令和７年度版教科書は、地理・歴史・公民で単元構成を統一
したり、共通のコラムや特設ページを設けたりすることで、中学校社会
科のカリキュラム・マネジメントをサポートしています。

https://www.teikokushoin.co.jp/files/page/07shidousho.pdf

教科書 指導書
p.3

デジタル教科書・教材
p.17

詳しくはこちら▶
https://www.teikokushoin.co.jp/jhs/07textall/

こちらからも指導書の
紙面サンプルをご覧いただけます。

地理・歴史・公民・地図帳すべてのデジタル教科書・教材において、
「個別最適な学び」と「協働的な学び」をサポートする新機能を搭載 
しています。
分野横断型の学習を実現する機能も搭載し、中学校社会科3年間の 
学習をより深められるようにしています。

指導書を完備し、授業準備をサポートしています。
デジタル教科書・教材の有効な活用方法もご提案しています。

指導書と指導
者用デジタル
教科書（教材）
のセット商品
が新登場‼

WebサポートWebサポート ワンポイント解説編活用編

地理
歴史
公民 教科書解説編 指導・評価編

地図帳
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地理的分野 歴史的分野 公民的分野

紙媒体

指導書（教科書解説編）1 教科書紙面の縮刷版を中心に置き、まわりに本文や図版・写真の解説、「確認しよう」 
「説明しよう」の解答例、授業のポイント（板書例）などを掲載しています。

▼令和３年度版地理的分野の指導書（教科書解説編）　※令和7年度版でも同様に作成しています。
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未来にむけて
アクティブ
地理

243

　このページは、本単元の学習内容をもとに、「観光における課題」を体験的
に学ぶことができる。教 p.208-209 の本文やコラム「未来に向けて」、報道
されているニュースなどを参考に、「場所」や「地域の特徴」を踏まえ、「観光」
を多面的・多角的にとらえて、持続可能な観光を追究してみるとよい。

　近畿地方の学習は「環境」を注目する
視点に据えながら展開しているが、こ
のコラムでは「産業」に視点をあてなが
ら地域を追求すると、どのような特徴
がみえてくるかの一つの事例を掲載し
ている。このよ
うな事例を参考
に、別な視点で
授業を構成して
みると、違った
地域の見え方が
してくるのでお
もしろい。

　 p.214-215　持続可能な観光について考えよう教 環境につちかわれた
産業の発展のために

p.202-203

近畿地方の 
自然環境

近畿地方は、地形や気候にどのような特徴
がみられる地域なのだろうか。 Wシート

近畿地方の北部・中央部・南部にみられる特徴的な地形を、図1や地図帳
で確認しよう。
近畿地方の気候の特徴を、北部・中央部・南部に分けて説明しよう。
Wプリント

p.204-205

琵琶湖の水が支える
京阪神大都市圏

京阪神大都市圏の水源である琵琶湖とその
周辺では、水質や環境の保全のために、ど
のような取り組みが行われてきたのだろう
か。 Wシート

琵琶湖・淀川水系の給水区域内にある主な都市を、図2や地図帳で確認し
よう。
琵琶湖の周辺で、水質を保全するために行われてきた取り組みについて説
明しよう。Wプリント

p.206-207

阪神工業地帯と
環境問題への取り組み

阪神工業地帯では、工業の発展と共に生じ
た課題をどのように解決しようとしてきた
のだろうか。 Wシート

阪神工業地帯では、かつてどのような公害が発生したのか、本文から書き
出そう。
阪神工業地帯において、発生した環境問題に対して行われてきた取り組み
について説明しよう。Wプリント

p.208-209

古都京都・奈良と
歴史的景観の保全

京都と奈良では、歴史的景観を保全するた
めに、どのような取り組みを行っているの
だろうか。 Wシート

「古都」とよばれる京都と奈良における観光資源の例を、本文から書き出そ
う。
京都と奈良において、歴史的景観を保全するために行っている取り組みに
ついて説明しよう。Wプリント

p.210-210

環境に配慮した
林業と漁業

近畿地方では、森林の保全や水産資源の保
護のために、どのような取り組みが行われ
ているのだろうか。 Wシート

紀伊山地の林業で課題となっていることを、図3や本文で確認しよう。

近畿地方で行われている、森林の保全や水産資源を保護するための取り組
みについて説明しよう。Wプリント

1

2

3

4

5

▲教 p.212

▲教 p.216

▲教 p.213

毎次の学習の振り返り　 確認しよう 　 説明しよう 節の振り返り
※Wプリント Web サポート「授業プリント」
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近畿地方
教科書、教科書解説編　p.200〜216
　  　関連ページ 本書　p.230〜243

単元と問いの構成
3部 3章 3節

評価規準の具体例

目標

知識・技能
・ 図や資料を活用し、近畿地方の自然環境や歴史的景観の保全などの特色ある事象を読み取り、近畿地方の地域
的特色を理解している。

思考・判断・表現
・ 自然環境や歴史的景観の保全に関わる取り組みを、人口の分布や住民の生活および産業の変化などと関連づけ
ながら、原因と対策、効果の面から多面的・多角的に考察し、表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

・ 近畿地方について、よりよい社会の実現を視野に、自然環境や歴史的景観の保全の視点からみた人々の生活や
産業の課題を、主体的に追究しようとしている。

環境保全を中核とした考察の仕方をもとにして、空間的相互依存作用や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究したり解
決したりする活動を通して、以下の資質・能力を身に付ける。
⑴近畿地方について、その地域的特色や地域の課題を理解する。
⑵環境を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と、それに関連する他の事象や、そこで生ずる課題を理解する。
⑶ 近畿地方において中核となる事象の成立条件を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対応などに着目して、ほかの事象
やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する。

見通し・振り返りシート　3部 3章 3節

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整してください。

3節
の問い

近畿地方での環境保全の
取り組みは、人口増加や
産業発展のなかで、どの
ように行われてきたのだ
ろうか。

地域の特徴
見方・考え方

▲教 p.200-201

p.202-203

近畿地方の 
自然環境

近畿地方は、地形や気候にどのような特徴
がみられる地域なのだろうか。 Wシート

近畿地方の北部・中央部・南部にみられる特徴的な地形を、図1や地図帳
で確認しよう。
近畿地方の気候の特徴を、北部・中央部・南部に分けて説明しよう。
Wプリント

p.204-205

琵琶湖の水が支える
京阪神大都市圏

京阪神大都市圏の水源である琵琶湖とその
周辺では、水質や環境の保全のために、ど
のような取り組みが行われてきたのだろう
か。 Wシート

琵琶湖・淀川水系の給水区域内にある主な都市を、図2や地図帳で確認し
よう。
琵琶湖の周辺で、水質を保全するために行われてきた取り組みについて説
明しよう。Wプリント

p.206-207

阪神工業地帯と
環境問題への取り組み

阪神工業地帯では、工業の発展と共に生じ
た課題をどのように解決しようとしてきた
のだろうか。 Wシート

阪神工業地帯では、かつてどのような公害が発生したのか、本文から書き
出そう。
阪神工業地帯において、発生した環境問題に対して行われてきた取り組み
について説明しよう。Wプリント

p.208-209

古都京都・奈良と
歴史的景観の保全

京都と奈良では、歴史的景観を保全するた
めに、どのような取り組みを行っているの
だろうか。 Wシート

「古都」とよばれる京都と奈良における観光資源の例を、本文から書き出そ
う。
京都と奈良において、歴史的景観を保全するために行っている取り組みに
ついて説明しよう。Wプリント

p.210-210

環境に配慮した
林業と漁業

近畿地方では、森林の保全や水産資源の保
護のために、どのような取り組みが行われ
ているのだろうか。 Wシート

紀伊山地の林業で課題となっていることを、図3や本文で確認しよう。

近畿地方で行われている、森林の保全や水産資源を保護するための取り組
みについて説明しよう。Wプリント

1

2

3

4

5

毎時の学習の見通し　 学習課題節の学習の見通し
※ Wシート  Web サポート「見通し・振り返りシート」
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紙媒体 デジタル教科書授業支援ツール共通

2 指導書（指導・評価編）
章・節の目標や、三観点別の評価規準の具体例、章・節・見開きの問いとその構造
図を掲載しています。単元を貫く問いを受けて各見開きの問いが設定されている構
成が一目でわかり、見通し・振り返りを意識した授業を展開していただけます。

▼�令和７年度版地理的分野の指導書（指導・評価編）　単元と問いの構成

単元と問いの構成 導入

242

近畿地方
教科書、教科書解説編　p.200〜216
　  　関連ページ 本書　p.230〜243

単元と問いの構成
3部 3章 3節

評価規準の具体例

目標

知識・技能
・ 図や資料を活用し、近畿地方の自然環境や歴史的景観の保全などの特色ある事象を読み取り、近畿地方の地域
的特色を理解している。

思考・判断・表現
・ 自然環境や歴史的景観の保全に関わる取り組みを、人口の分布や住民の生活および産業の変化などと関連づけ
ながら、原因と対策、効果の面から多面的・多角的に考察し、表現している。

主体的に学習に
取り組む態度

・ 近畿地方について、よりよい社会の実現を視野に、自然環境や歴史的景観の保全の視点からみた人々の生活や
産業の課題を、主体的に追究しようとしている。

環境保全を中核とした考察の仕方をもとにして、空間的相互依存作用や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究したり解
決したりする活動を通して、以下の資質・能力を身に付ける。
⑴近畿地方について、その地域的特色や地域の課題を理解する。
⑵環境を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と、それに関連する他の事象や、そこで生ずる課題を理解する。
⑶ 近畿地方において中核となる事象の成立条件を、地域の広がりや地域内の結び付き、人々の対応などに着目して、ほかの事象
やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する。

見通し・振り返りシート　3部 3章 3節

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整してください。

3節
の問い

近畿地方での環境保全の
取り組みは、人口増加や
産業発展のなかで、どの
ように行われてきたのだ
ろうか。

地域の特徴
見方・考え方

▲教 p.200-201

p.202-203

近畿地方の 
自然環境

近畿地方は、地形や気候にどのような特徴
がみられる地域なのだろうか。 Wシート

近畿地方の北部・中央部・南部にみられる特徴的な地形を、図1や地図帳
で確認しよう。
近畿地方の気候の特徴を、北部・中央部・南部に分けて説明しよう。
Wプリント

p.204-205

琵琶湖の水が支える
京阪神大都市圏

京阪神大都市圏の水源である琵琶湖とその
周辺では、水質や環境の保全のために、ど
のような取り組みが行われてきたのだろう
か。 Wシート

琵琶湖・淀川水系の給水区域内にある主な都市を、図2や地図帳で確認し
よう。
琵琶湖の周辺で、水質を保全するために行われてきた取り組みについて説
明しよう。Wプリント

p.206-207

阪神工業地帯と
環境問題への取り組み

阪神工業地帯では、工業の発展と共に生じ
た課題をどのように解決しようとしてきた
のだろうか。 Wシート

阪神工業地帯では、かつてどのような公害が発生したのか、本文から書き
出そう。
阪神工業地帯において、発生した環境問題に対して行われてきた取り組み
について説明しよう。Wプリント

p.208-209

古都京都・奈良と
歴史的景観の保全

京都と奈良では、歴史的景観を保全するた
めに、どのような取り組みを行っているの
だろうか。 Wシート

「古都」とよばれる京都と奈良における観光資源の例を、本文から書き出そ
う。
京都と奈良において、歴史的景観を保全するために行っている取り組みに
ついて説明しよう。Wプリント

p.210-210

環境に配慮した
林業と漁業

近畿地方では、森林の保全や水産資源の保
護のために、どのような取り組みが行われ
ているのだろうか。 Wシート

紀伊山地の林業で課題となっていることを、図3や本文で確認しよう。

近畿地方で行われている、森林の保全や水産資源を保護するための取り組
みについて説明しよう。Wプリント

1

2

3

4

5

毎時の学習の見通し　 学習課題節の学習の見通し
※ Wシート  Web サポート「見通し・振り返りシート」
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地理的分野 歴史的分野 公民的分野3 見開きの目標や、評価規準の具体例、授業展開案を掲載し、授業の流れがわかるよ
うにしています。授業展開案では、指導書Webサポート（本資料p.13–14）に収録
している「見通し・振り返りシート」や「授業プリント」、QRコンテンツおよび 
デジタル教科書のコンテンツの使いどころも示しています。

▼�令和７年度版歴史的分野の指導書（指導・評価編）　本文ページ

第 4章
第 5節

188

目標 	 ⑴　	田沼意次は貨幣経済の発達に対応した政治を目指したことを理解し、それが挫折した背景を考察できる。
	 ⑵　	寛政の改革は、農業を重視した従来型の政策であったことを理解できる。

評価規準の具体例

繰り返される要求と改革

評価規準の具体例

知識・技能
・	百姓一揆や打ちこわしがどのようなことを背景として起こり、何を要求した運動だったのかを理解して
いる。

思考・判断・表現
・	本時の学習課題について、田沼意次と松平定信の政策の違いに着目し、資料を活用しながら考察し適切
に表現している。

授業展開案

2 教科書、教科書解説編、授業プリント p.148〜149
見通し・振り返りシート　4章 5節

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整してください。

※ Wシート  Web サポート「見通し・振り返りシート」　Wプリント Web サポート「授業プリント」　  QR コンテンツ

学習内容・学習活動 資　料・発　問 留意点（〇）・指導のポイント（◆）

導

　
　入

１．「米商人に対する
打ちこわしの様子」
を題材にし、本時の
課題をつかむ。

２．なぜ人々は打ち
こわしを行ったのか
を予想し、幕府はど
のような対応をした
らよいか学習課題へ
の見通しをもつ。

○「米商人に対する打ちこわしの様
子」を題材にし、人々が何をしてい
るのか読み取らせながら、本時への
導入を図る。
○周りの人と話し合わせる。
○人々が打ちこわしを行った理由を
予想させ、幕府はどのような対応を
したらよいか考えさせる。

○「学習前の予想」を記入させ、本
時の学習展開の見通しをもたせる。
Wシート

展

　
　開

３．百姓一揆と打ちこ
わしがどのようなと
きに起こったのかを
理解し、それぞれの
違いについて考える。
⑴　百姓一揆

⑵　	打ちこわし

〇百姓一揆と打ちこわしが急増して
いる時期を資料から読み取らせる。
◆百姓一揆と打ちこわしは、天明の
飢きん、天保の飢きん、および幕末
の時期に急増していることに気づか
せる。

〇授業プリントを活用し、百姓一揆
と打ちこわしとの違いやなぜこのよ
うな出来事が起こったのか教科書を
使いながら調べる。Wプリント
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わしは都市の貧しい人々が生活苦か
ら米商人を襲ったものであったこと
を理解させる。

人々は何をしているのか、資料から分かることを挙げてみ
よう。

なぜ人々はこのような行動をとったのか予想し、幕府はど
のような対応をしたらよいか考えてみよう。

百姓一揆と打ちこわしは、どのようなときに急増している
のだろうか。

百姓一揆と打ちこわしの違いをまとめ、なぜこのような出
来事が起こったのか調べてみよう。

　　　百姓の要求と財政難に対して、幕府はどのような対応を行ったのだろうか。
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〔青木虹二『百姓一揆総合年表』〕

百姓一揆の発生件数
打ちこわしの発生件数
大きな飢きんが起きた時期

地域史
　かつて120万

まん
石
ごく

もの石
こく

高
だか

があった上
うえ

杉
すぎ

氏
は、治

はる
憲
のり

が藩主となったときには15万石と
なっていましたが、家臣を減

へ
らさなかった

ため、常
つね

に財
ざい

政
せい

難
なん

にありました。
　そこで治憲は、大規

き
模
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な開
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墾
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を行って桑
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や漆
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などの商
しょう

品
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作
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物
もつ
（→p.147）の栽
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かい
善
ぜん

し、
諸
しょ

藩
はん

の改
かい

革
かく

の先駆
が
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憲
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よう
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ざん

）
（1751～1822）「なせば
成る なさねば成らぬ何
事も 成らぬは人のなさ
ぬなりけり」という言
葉を残しています。

4

〔『上杉鷹山像』山形県 米沢市上杉博物館蔵〕

←　米商人に対する打ちこわしの様子
〔伝 細谷松茂作『幕末江戸市中騒動図』部分 
東京国立博物館蔵〕
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学習プリント

歴史「繰り返される要求と改革」
年　　　組　　　番

名前

1．百姓一揆と打ちこわし
⑴　資料Ⅰから、百姓一揆や打ちこわしはどのような

ときに多く起こったか読み取ってみよう。
　

⑵　百姓一揆と打ちこわしの違いを説明してみよう。
　

2．田沼意次の政治、松平定信の政治
⑴　❶〜❼に当てはまる語句を記入し、田沼意次と松平定信の政治についてまとめてみよう。
⑵　田沼意次の政治と松平定信の政治の特色をまとめ、それに対する人々の思いを川柳と狂歌を参考に

考えてみよう。
　

綱吉による政治 享保の改革
　た　ぬま　　　　　　　　　　
田沼による政治

かんせい　　　　　　
寛政の改革

てんぽう　　　　　　
天保の改革

1600 50 1700 50 1800

98
106
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60

40

20
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天明の飢きん 天保の飢きん

件
つなよし　　　　　　せい じ きょうほう　　かいかく

てんめい　　  き てんぽう　　  き

百姓一揆の発生件数
打ちこわしの発生件数
大きな飢きんが起きた時期

資料Ⅰ　百姓一揆と打ちこわしの発生件数

（例）　�天明の飢きんや天保の飢きんのとき
　　　江戸時代の後半　など

百姓一揆 打ちこわし
（例）　�農民たちが天災などの被害で年貢を納め

られないとき、年貢の軽減などを領主に
訴え、その訴えが退けられると集団で一
揆を起こした。

（例）　�主に都市部で起こされた暴動で、米を買
い占めた商人に対して貧しい人々が暴動
を起こした。

田沼意次の政治 松平定信の政治
①　【❶ 株仲間 】を認めて税を納めさせた。

主な
政策

①　�江戸への出稼ぎ人を【❹ 村（農村）】
へ返した。

②　�銅や【❷ 俵物 】を輸出して金・銀
を輸入した。

②　【❺ 商品作物 】の栽培を制限した。

③　手賀沼や印旛沼などの干拓工事を行った。 ③　飢きんに備えて米を蓄えさせた。
④　【❸ 蝦夷地 】の開拓に乗り出した。 ④　�旗本や御家人の【❻ 借金 】を帳消

しにした。
⑤　�新たな通貨を作って金と銀の取り引き

をしやすくし、商業の活性化を促した。
⑤　�幕府の学校で、【❼ 朱子学 】以外の

儒学を禁止した。
（例）　�商品の流通や生産から得

られる利益によって財政
の立て直しを図った。

政治
の
特色

（例）　�商人の力を抑え、農業や
朱子学を重視する従来の
伝統的な幕府の政策で財
政の立て直しや飢きんの
対策に取り組んだ。

（例）　�幕府中心の経済政策や
賄賂の横行に批判が高
まった。

人々
の
評価

（例）　�改革の内容が厳しく、
息苦しく思う人も多
かった。

役
人
の
子
は

　
に
ぎ
に
ぎ
を

　
　
よ
く
覚
え

白
河
の
清
き
に

魚
も
住
み
か
ね
て

も
と
の
に
ご
り
の

田
沼
恋
し
き

本時のまとめ ◆　幕府が繰り返し改革を行わなければならなかった理由を、田沼意次と松平定信
の政策方針の違いから説明してみよう。

（例）　田沼意次は、貨幣経済が発展してきた社会の変化に対応する政策をとろうとしたが、松平定信
� は、従来の幕府の伝統的な農業重視・社会秩序維持のための政策を行ったため、社会の変化に
� 対応できず、繰り返して改革を行わなければならなかった。
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４．田沼意次と松平
定信の主な政策や政
治の特色、人々の評
価についてまとめる。

〇授業プリントを活用し、田沼意次
と松平定信の主な政策や政治の特色、
人々の評価についてまとめさせる。
Wプリント

⑴　田沼意次 ◆田沼意次は、年貢に頼る従来の政
策を転換し、商業資本を活用した政
策に重点を置いたことに気づかせる。

◆田沼意次の政治は社会の変化に対
応した政策であり、当初は幕府の収
入は増えたが、幕府中心の経済政策
や賄賂の横行への批判と、浅間山の
噴火による天明の飢きん、それに伴
う百姓一揆や打ちこわしのため挫折
したことを理解させる。

⑵　	松平定信 ◆松平定信の政策は、伝統的な農村
の立て直しと社会秩序の維持に重点
が置かれていたことに気づかせる。
◆松平定信は飢きんに備えるため、
囲米の制を行い、各地で米穀の備蓄
が行われ、義倉などをつくらせたこ
とや、朱子学を幕府の正式な学問と
することで、秩序の乱れを正して幕
府の権威を高めさせようとしたこと
を理解させる。
○川柳と狂歌を参考に、田沼意次の
政治と寛政の改革に対する人々の思
いについて考えさせる。Wプリント

⑶　	人々の思い

整

　
　理

５.　本時のまとめと
して、学習課題を振
り返る。

○「学習後の振り返り」へ記入させ、
「学習前の予想」と比較させる。
Wシート

６.　学習課題をもと
に、「説明しよう」を
考える。

◆田沼の政治と寛政の改革について
方針の違いを踏まえながら説明する
ことができたか確認する。Wプリント

田沼意次と松平定信の主な政策や政治の特色、人々の評価
について調べてみよう。

田沼意次の政治には、どのような政策や政治の特色があっ
たのだろうか。

松平定信の政治には、どのような政策や政治の特色があっ
たのだろうか。

川柳と狂歌を参考に、それぞれの政治に対する人々の思い
を読み取ってみよう。
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本時のまとめ ◆　幕府が繰り返し改革を行わなければならなかった理由を、田沼意次と松平定信
の政策方針の違いから説明してみよう。

（例）　田沼意次は、貨幣経済が発展してきた社会の変化に対応する政策をとろうとしたが、松平定信
� は、従来の幕府の伝統的な農業重視・社会秩序維持のための政策を行ったため、社会の変化に
� 対応できず、繰り返して改革を行わなければならなかった。
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の収入の変化には、
どのような違

ちが
いが

あるのだろうか。
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用の銅
どう

検
けん

査
さ

　18世
せい

紀
き

は銅が輸
出品の中心でしたが、産
出が減

へ
ってきたため、代

わりに ふかひれ や干
ほ

し
た なまこ などの俵

たわら
物
もの

が
輸出されました。〔『唐蘭
館絵巻』 長崎歴史文化博物
館蔵〕
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の孫で白
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河
かわ

藩
はん

松平家の養子とな
り、藩

はん
政
せい

で実
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せき

を
挙げました。〔三重
県 鎭國守國神社蔵〕
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意
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次
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↑　義
ぎ

倉
そう

　米を保
ほ

存
ぞん

するため、義倉が各地
に建てられました。写真の義倉は、1857
年、町人の主

しゅ
導
どう

で建てられたものです。〔愛知
県 西尾市教育委員会提供〕
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　寛
かん

政
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期になると、儀
ぎ

式
しき

や御
ご

所
しょ

の再
さい

建
けん

な
どで朝廷の権

けん
威
い

の復
ふっ

活
かつ

に積極的に取り組
んだ光

こう
格
かく

天
てん

皇
のう

が現
あらわ

れました。それまでの
幕府との関係にとらわれない新たな朝廷
の動きは、幕府と朝廷との関係にきしみ
を生み始めました。また、幕府は朝廷か
ら政

せい
治
じ

を預
あず

かっているという考え方が広
まるようになりました（→p.183）。
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なん

鐐
りょう
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に
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は、8枚
まい

で金貨１両に交
こう

換
かん

することがで
きました。重さをはかって価

か

値
ち

を決
き

める従
じゅう

来
らい

の銀貨に比
くら

べ、金貨と銀貨の交換が容
よう

易
い

になりました。
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ことで収
しゅう

入
にゅう

の拡
かく

大
だい

に努めました。さらに干
かん

拓
たく

工事や蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の開
かい

拓
たく

に
も乗り出しました。しかし、幕府中心の経済政策や賄
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賂
ろ

の横行への
批
ひ

判
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が高まり、そのなかで、東
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地方の冷害や浅
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間
ま

山
やま

の噴
ふん

火
か

などに
よる天
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明
めい

の飢
き

きんで、百姓一揆や打ちこわしが数多く起こるように
なったため、田沼はその責

せき

任
にん

をとり、老中を退きました。

　　　　　　　　田沼のあとに老中となった松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

は、徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

の政治を理想として質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

を掲
かか

げ、荒
あ

れた農村

と幕府の財政の立て直しや都市での飢きん対策に取り組みました。

江戸などの都市に出
で

稼
かせ

ぎに来ていた者を村に帰し、商品作物の栽
さい

培
ばい

を制
せい

限
げん

して米などの穀
こく

物
もつ

の栽培を奨
しょう

励
れい

したほか、飢きんに備
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えて米

を蓄
たくわ

えさせました。江戸では旗
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本
もと

や御
ご

家
け

人
にん

の生活難
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を救
すく

うため、町
ちょう

人
にん

からの借金を帳消しにしました。また、秩序の乱
みだ

れを正して幕府

の権
けん

威
い

を高めるため、庶
しょ

民
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が読む出
しゅっ

版
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物の内
ない
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を取り締まり、さら
に幕府の学校で朱

しゅ

子
し

学
がく

以外の儒
じゅ

学
がく

を禁
きん

止
し

して、試験による人材登用

も進めました。軽
けい

犯
はん

罪
ざい

者の更
こう

生
せい

のための人
にん

足
そく

寄
よせ

場
ば

もつくりました。

　定信が進めた政策は、寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

とよばれています。改革の厳
きび

し
さへの批判もありましたが、定信が老中を辞

じ

任
にん

したあとも、19世

紀初めまで幕府の基本政策となり、特に飢きんへの備えは幕末まで
有
ゆう

効
こう

に働きました。一方、このころ通商を求めてロシア船が接
せっ

近
きん

す
るようになり、幕府は海
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防
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への対策にも迫
せま

られました。
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い

になりました。
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p.1498

5

10

15

20

ことで収
しゅう

入
にゅう

の拡
かく

大
だい

に努めました。さらに干
かん

拓
たく

工事や蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の開
かい

拓
たく

に
も乗り出しました。しかし、幕府中心の経済政策や賄

わい

賂
ろ

の横行への
批
ひ

判
はん

が高まり、そのなかで、東
とう

北
ほく

地方の冷害や浅
あさ

間
ま

山
やま

の噴
ふん

火
か

などに
よる天

てん

明
めい

の飢
き

きんで、百姓一揆や打ちこわしが数多く起こるように
なったため、田沼はその責

せき

任
にん

をとり、老中を退きました。

　　　　　　　　田沼のあとに老中となった松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

は、徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

の政治を理想として質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

を掲
かか

げ、荒
あ

れた農村

と幕府の財政の立て直しや都市での飢きん対策に取り組みました。

江戸などの都市に出
で

稼
かせ

ぎに来ていた者を村に帰し、商品作物の栽
さい

培
ばい

を制
せい

限
げん

して米などの穀
こく

物
もつ

の栽培を奨
しょう

励
れい

したほか、飢きんに備
そな

えて米

を蓄
たくわ

えさせました。江戸では旗
はた

本
もと

や御
ご

家
け

人
にん

の生活難
なん

を救
すく

うため、町
ちょう

人
にん

からの借金を帳消しにしました。また、秩序の乱
みだ

れを正して幕府

の権
けん

威
い

を高めるため、庶
しょ

民
みん

が読む出
しゅっ

版
ぱん

物の内
ない

容
よう

を取り締まり、さら
に幕府の学校で朱

しゅ

子
し

学
がく

以外の儒
じゅ

学
がく

を禁
きん

止
し

して、試験による人材登用

も進めました。軽
けい

犯
はん

罪
ざい

者の更
こう

生
せい

のための人
にん

足
そく

寄
よせ

場
ば

もつくりました。

　定信が進めた政策は、寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

とよばれています。改革の厳
きび

し
さへの批判もありましたが、定信が老中を辞

じ

任
にん

したあとも、19世

紀初めまで幕府の基本政策となり、特に飢きんへの備えは幕末まで
有
ゆう

効
こう

に働きました。一方、このころ通商を求めてロシア船が接
せっ

近
きん

す
るようになり、幕府は海

かい

防
ぼう

への対策にも迫
せま

られました。

6 p.131

松平定信の
政治

8 p.146

p.147

9 p.125

p.137

p.176

百
ひゃく

姓
しょう

が領
りょう

主
しゅ

に対して要求したこ
とを、本文から書き出そう。

幕
ばく

府
ふ

が繰
く

り返
かえ

し改
かい

革
かく

を行わなけ
ればならなかった理由を、田

た
沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

と松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

の政
せい

策
さく

方
ほう

針
しん

を踏
ふ

まえて、説明しよう。

確認しよう

説明しよう

-400

-200

0

200

400
千石

-400

-200

0

200

400
千両

1772 74 76 78 80 82 84 86年
〔藤田覚『田沼意次』〕

収
入
が
多
い

支
出
が
多
い

収
入
が
多
い

支
出
が
多
い

金の収入

年貢（米）の収入

浅間山
の噴火

天明の飢きん
（～87）

しゅうにゅう

ねん  ぐ

あさ ま やま

ふん か

てんめい き

83

←　田
た

沼
ぬま

の政
せい

治
じ

期
の財

ざい

政
せい

収
しゅう

支
し

　米と
金を合わせると、
当初は黒字になり
ました。
　 　 　 　  米と金
の収入の変化には、
どのような違

ちが
いが

あるのだろうか。

6

資料活用

→　出
で

島
じま

での輸
ゆ

出
しゅつ

用の銅
どう

検
けん

査
さ

　18世
せい

紀
き

は銅が輸
出品の中心でしたが、産
出が減

へ
ってきたため、代

わりに ふかひれ や干
ほ

し
た なまこ などの俵

たわら
物
もの

が
輸出されました。〔『唐蘭
館絵巻』 長崎歴史文化博物
館蔵〕

7
役人

オランダ人

武
ぶ

士
し

銅

←　松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

（1758〜1829）　
吉
よし

宗
むね

の孫で白
しら

河
かわ

藩
はん

松平家の養子とな
り、藩

はん
政
せい

で実
じっ

績
せき

を
挙げました。〔三重
県 鎭國守國神社蔵〕

8

↑　田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

（1719〜88）
〔静岡県 牧之原市史料館蔵〕
5

↑　義
ぎ

倉
そう

　米を保
ほ

存
ぞん

するため、義倉が各地
に建てられました。写真の義倉は、1857
年、町人の主

しゅ
導
どう

で建てられたものです。〔愛知
県 西尾市教育委員会提供〕

9

歴史
プラス 幕

ばく
府
ふ
と朝

ちょう
廷
てい
の関係のゆらぎ

　寛
かん

政
せい

期になると、儀
ぎ

式
しき

や御
ご

所
しょ

の再
さい

建
けん

な
どで朝廷の権

けん
威
い

の復
ふっ

活
かつ

に積極的に取り組
んだ光

こう
格
かく

天
てん

皇
のう

が現
あらわ

れました。それまでの
幕府との関係にとらわれない新たな朝廷
の動きは、幕府と朝廷との関係にきしみ
を生み始めました。また、幕府は朝廷か
ら政

せい
治
じ

を預
あず

かっているという考え方が広
まるようになりました（→p.183）。

1 輸
ゆ

入
にゅう

した金銀をもとにつくった南
なん

鐐
りょう

二
に

朱
しゅ

銀
ぎん

は、8枚
まい

で金貨１両に交
こう

換
かん

することがで
きました。重さをはかって価

か

値
ち

を決
き

める従
じゅう

来
らい

の銀貨に比
くら

べ、金貨と銀貨の交換が容
よう

易
い

になりました。
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Wプリント

　　　について「学習後の振り返り」を記入してみよう。
学習課題

　　　　�幕府が繰り返し改革を行わなければならなかっ
た理由を、田沼意次と松平定信の政策方針を踏
まえて、説明しよう。説明しよう

学習課題の解答例は解 p.149も参照。

188-189近代_歴史_本文.indd   189188-189近代_歴史_本文.indd   189 2024/04/16   17:532024/04/16   17:53

指導書（指導・評価編）
本文ページ 本文 紙媒体 デジタル教科書授業支援ツール共通



9 10

地
図
帳
指
導
書

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材

地
理
・
歴
史
・
公
民
指
導
書

地理的分野 歴史的分野 公民的分野4 章・節の問いに対する解答例や、三観点別の評価規準の具体例、「学習を振り返ろう」
ページの授業展開例を掲載し、解説や指導のポイントを示しています。

学習を振り返ろう 振り返り

学習を
振り返ろう

124

評価規準の具体例

章の問い

節の問い 解答例 A基準の例 B基準の例

１節

民主社会では、なぜ
法に基づく政治が大
切なのだろうか。

歴史上、人の支配で多くの人が苦しんだ経験があり、国家権
力の濫用を防ぎ、正しく使うために、民主主義と立憲主義の
考え方が重要だからである。また、民主社会では国家がそれ
ぞれの国民を一人の人間として尊重し人権保障を実現するた
めに「法の支配」が欠かせないからである。🆆🆆

Ｂ基準に加え、「民主
主義」「個人の尊重と
法の支配」を踏まえて
書かれている。

立憲主義の意義と法
に基づく政治の大切
さから書かれている。

２節

日本国憲法では、な
ぜ基本的人権が保障
されているのだろう
か。

憲法の権利保障の規範が「個人の尊重」であり、「個人の尊重」
を実現するために基本的人権が保障されなければならないか
らである。また、歴史上の反省から、国家から不当に強制や
命令をされるなどの国家権力の濫用を防ぎ、すべての国民を
法の下に平等とし、人間らしい生活を保障することが必要で
あったためである。🆆🆆

Ｂ基準に加え、歴史
的な経緯を踏まえて
書かれている。

基本的人権の保障に
ついて、「個人の尊
重」を基礎に書かれて
いる。

３節

日本国憲法では、な
ぜ国の統治について
規定しているのだろ
うか。

主権者である国民の意思を反映させ、民主的な社会を築くた
めである。「法の支配」を実現し権力の濫用を防ぐためには「権
力分立」が必要であり、最高法規である憲法は、それを規定し
ているからである。🆆🆆

Ｂ基準に加え、「法の
支配」の実現や権力の
濫用を防ぐというこ
とから書かれている。

憲法が最高法規であ
ることの意味、権力
分立のしくみから書
かれている。

知識・技能 ・ 困っている人や課題がある場面と、権利が保障されている場面をイラストから見つけ、それを関係する日本国憲法の
条文と結びつけている。

思考・判断・表現
・ 私たちにとって、憲法とはどのような存在であるかを考え、表現している。
・ 民主的な社会をつくるために私たちがしなければならないことについて、「対立と合意」「効率と公正」「個人の尊厳と
法の支配」「民主主義」などの見方・考え方を働かせて多面的に考察し、クラゲチャートに書き出している。

主体的に学習に
取り組む態度

・ 章の問いに対して、周りの人と意見交換することを通して、自分の考えを深めようとしている。

目標
⑴　 「学習の前に」のイラストから、困っている人や課題がある場面と、権利が保障されている場面を見つけ、その具体的な内容を表に
まとめ、関係する日本国憲法の条文と結びつけることができる。

⑵　 私たちにとって、憲法とはどのような存在であるかを考え、表現できる。
⑶　 民主的な社会をつくるために私たちがしなければならないことについて、「対立と合意」「効率と公正」「個人の尊厳と法の支配」「民

主主義」などの見方・考え方を働かせて多面的に考察し、周りの人と意見交換しながら、考えをまとめることができる。

　節の振り返りは、各節の最後に行うことを想定している。時間を確保して章の振り返りの前に3節分をまとめて行うなど、状況に合わせ
て柔軟に対応したい。

　章の振り返りは、章の最後に1時間の授業時数として設定している。章のはじめで学習した「学習の前に」（→教 p.30-31）をあらためて取
り組み、これまでの学習を振り返りながら、章の問いをまとめていく。

日本国憲法と私たち
第 2部 第 1章 教科書、教科書解説編　� p.70〜72

　　　　　関連ページ　p.124〜125

■ 節の振り返り

■ 章の振り返り

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整してください。

※目標や評価の観点の数は実態に合わせて調整する。

教 p.71

教 p.70 ※🆆🆆Web サポート「節の振り返り」ワークシートを活用する（🆆🆆）

民主的な社会をつくるために、私たちはどのように憲法をとらえ、考えていくべきなのだろうか。

➡ p.80、教 解 p.30〜31

124-125 学習を振り返ろう_公民_本文.indd   124124-125 学習を振り返ろう_公民_本文.indd   124 2024/04/17   9:012024/04/17   9:01

125

　探究学習への準備では、章の学びから、5部で取り組む課題探究学習（教 p.216）のテーマを設定する。レポート課題や定期考査など、状
況に合わせて、さまざまな方法で取り組みができるようにしている。

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（◯）・指導のポイント（◆）

❶「
学
習
の
前
に
」を
振
り
返
ろ
う（
20
分
）

１．「学習の前に」を振り返る。
・⑴イラストから困っている人や課題があ
る場面を表にまとめる。
・⑵イラストから権利が保障されている場
面を探して表にまとめる。
・章の学習を踏まえて、⑴⑵の内容と関係
する日本国憲法の条文を見つける。

・ ⑴教 p.30-31TRY2について、改めてイ
ラストから困っている人や課題がある場
面を探して、その具体的な内容を表にま
とめてみよう。🆆🆆①⑴
・⑵イラストから権利が保障されている人
や場面を探して、その具体的な内容を表
にまとめてみよう。🆆🆆①⑵
・⑶⑴⑵の内容と関係する日本国憲法の条
数を表にまとめてみよう。🆆🆆①⑶

〇生徒が見つけた内容をもとに、具体的な
場面で確認する。

◆読み取った情報をこれまで習得した権利
の知識と関連させる。
〇関係する日本国憲法の条文を確認してい
く。

❷
章
の
問
い
の
答
え
を
ま
と
め
よ
う（
25
分
）

２．章の問いの答えをまとめる。
・ステップ１で憲法について考える。
・ステップ２で「民主的な社会をつくるため
に私たちがしていくべきこと」を考える。

・以上のことについて周りの人と意見交換
しながら「民主的な社会をつくるために、
私たちがしていくべきこと」をまとめる。

・「私は憲法とは（A）であると考える」につ
いて（A）に入る言葉を考えよう。🆆🆆②ス
テップ１
・「民主的な社会をつくるために私たちがし
ていくべきこと」をクラゲチャートにまと
めてみよう。🆆🆆②ステップ２
・周りの人と意見交換をしながらもう１度
考えてまとめてみよう。🆆🆆②ステップ２

〇個人の尊重、法の支配、権力分立の考え
方を踏まえて書かせる。
◆節のまとめや教 p.43TRY2も参考にしな
がらアイデアを出させる。

◆多様な意見があることを捉えさせる。

整
　
理（
5
分
）

３．教 p.72 下段の「振り返り」を活用して、
章の学習を振り返る。

・教 p.72「振り返り」に記入してみよう。
　🆆🆆振り返り

Ａ
基
準
の
例

B基準に加え、「個人の尊重」が重要であること、「法の支配」の下で基本的人権を保障することが不可欠であること、「権力分立」で権力の
濫用を防ぎ、主権者である国民の役割から説明している。

Ｂ
基
準
の
例

私日本国憲法で保障されている権利から説明している。また、民主的な社会を築くために必要なことについて法に基づく政治や基本的人
権の保障、国の統治に関する規定から説明している。

困っている人や
課題がある場面 内容 日本国憲法

との関わり

例）C1 前を歩く人のたばこの
煙がかかる

13条

権利が保障されて
いる人や場面 内容 日本国憲法

との関わり

例）E1 義務教育を受けられる 26条

（Ａ） 私は、憲法とは 

であると考える。

ステップ１

していくべきである。

（Ｂ） 

民主的な社会をつくるために、私たちは
ステップ２

民主的な社会を
つくるために

思考ツール 巻頭9

り
返
り
振

●課題探究学習のテーマ案

●節の問い：学習を通して考えをまとめることが
□よくできた　　□できた　　□あまりできなかった
●章の問い：学習を通して考えをまとめることが
□よくできた　　□できた　　□あまりできなかった
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紙媒体

指導書（指導・評価編）
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地理的分野 歴史的分野 公民的分野5 デジタル教科書を活用した単元のまとめの手順を掲載しています。単元の内容に準拠 
したオリジナルの思考ツールを用いて、振り返りができるようにしています。

デジタル教科書章・
節まとめ案 振り返り

▼�令和７年度版公民的分野の指導書（指導・評価編）　デジタル教科書節まとめ

指導書（指導・評価編）
紙媒体 デジタル教科書授業支援ツール共通

2   3

学習の前に

デジタル教科書
節まとめ案

節まとめの問い

　民主主義と日本国憲法
２部 1 章 1 節

節まとめのプロセス

思考ツールを使った解答例

使用した思考ツールと選定理由

評価のポイント

評価規準の具体例

指導計画例

現代社会の見方・考え方の着眼点p.30 ～ 41

項目 本時の目標 端末活用 作成したいカード

１
民主主義と
立憲主義

(1) 国家権力とは何かを理解できる。
(2)�国家権力をよりよく正しく使うために重要な民主主義や立憲主義
の考え方について説明できる。

思考ツールの提示

カード作成

思考ツールで整理

権力 � 国家権力

多数決 � 民主主義 � 憲法

立憲主義

２
人権保障と
法の支配�

(1)�人権の保障がどのような歴史過程をたどって実現してきたのかに
ついて、諸資料の読み取りを通して理解できる。

(2) 法の支配を実現するために必要なことについて説明できる。

カード作成

思考ツールで整理

人権 � 基本的人権 � 法の支配

人の支配 �

３
日本国憲法
の成立と特
色�

(1)�大日本帝国憲法と日本国憲法の違いから、日本国憲法の特色を理
解できる。

(2)�日本国憲法の成立過程を、大日本帝国憲法と日本国憲法の人権に
対する考え方の比較や、帝国議会の成立過程への関わりなどから
考察できる。

カード作成
日本国憲法

憲法の三大原理 � 権力の分立 �

４
日本国憲法
における国
民主権

(1)�国民が主権をもつという考え方や、国民主権の具現化の方法につ
いて理解できる。

(2)�日本国憲法で国民主権が定められていることの意義を説明できる。

カード作成

思考ツールで整理
主権 � 国民主権 � 主権者 �

5
日本の
平和主義

(1) 日本国憲法が定める平和主義の考え方について理解できる。
(2)�日本国憲法が平和主義をどのように定め、日本が平和主義を守る
ために行っていることについて説明できる。

カード作成 平和主義

節のまとめ
思考ツールのまとめ

プレゼン・提出

民主的な社会では、なぜ法に基づいて政治が行われることが大切なのだろうか。

1.��はじめに、節まとめの問いに対して自分なりの答えを思考ツールでまとめていくことを示し、学習の見通しをもたせる。
2.�毎時間の整理で、節まとめの問いに関わる必要なカードを作成させ、節まとめの問いと毎時間のつながりを確認させる。
3.��毎時間の整理を基に、思考ツールの機能を活用し、カードに関する補足説明をしたり、カードの色を変えて分類したり、カー
ドどうしを矢印でつなげて関連性を考えたりしながら、節まとめの問いに対して構造化させて自分の答えをまとめていく。
※オレンジ色の作成したいカードについては、節のまとめでは必須語句となるため、作成していない生徒がいれば作成を促す。
4.��構造化させる前段階として、生徒の実態に応じて節まとめの問いと逆の問い「もし、法に基づく政治でないなら」をキャンディ・

チャートで整理する作業を挟むと整理しやすくなる。

　民主的な社会では、国民が決定に参加することが必要であり、国家権力の濫用や市民の権利侵害を防ぐ法が必要となる（立憲
主義）。また、個人の尊重や人権保障を実現するためには法の支配も欠かせない。法の支配を実現するには、主権者である国民
が制定した憲法による政治が必要であり、憲法で権力分立を定めることにより、権力の濫用を防ぐことができる。日本国憲法で
は、国民主権・平和主義・基本的人権の尊重を三大原理とし民主的な社会を実現しようとしている。

•� �大きな問題点を「魚の頭」、その原因を「中骨」「小骨」と記入していくことで、問題への対策を分析するときに用いる方法で
あるフィッシュボーンを使用した。
•� �フィッシュボーンを使用する理由は、節まとめの問いに対し多面的・多角的に捉え、学習内容を構造化させることに適してい
るためである。例えば、問題の解決策を検討する場面で、頭に問題（テーマ）、中骨に視点、小骨に具体的事実（具体例）な
どを書くことで、問題の要因分析に役立てることができる。本節は、節まとめの問いをテーマ（頭）にし、答えの核となる部
分を背骨とし、その答えを構成する要素を中骨で整理し、その要素に関連する事実（具体例など）の配置を考えさせ、節の問
いへの答えの構造化をねらいとしている。
•�  節まとめの前段階として、仮定・条件に基づいて結果を書き、その根拠を明確にするキャンディ・チャートを使用した。
•� �キャンディ・チャートを使用する理由は、節まとめの問いにある「法に基づく政治」が困難な歴史過程をたどりながら実現し
てきたものであることを想起させることや考えさせることに適しているためである。

•�「個人の尊重と法の支配」「民主主義」などの見方・考え方を働かせて説明している。
•� 民主主義や立憲主義の考え（国家権力の濫用を防ぐために憲法が必要）を示している。
•� 法の支配を実現することが必要であることや、個人の尊重が重要であることを説明している。
•�「立憲主義」「民主主義」「日本国憲法の三大原理」「法の支配」に関わる具体的事実を正しく選択している。
これらの条件をすべて満たしていれば A評価とする。

知識・技能
・�立憲主義の意義と法に基づく政治の大切さ、日本国憲法の三大原理、国民主権の意義と天皇の地位について理解し、そ
の知識を身に付けている。

思考・判断・
表現

・�民主的な社会生活に関わるさまざまな事象から学習課題を見出し、｢対立と合意｣ ｢効率と公正｣ ｢個人の尊重と法の支
配｣ ｢民主主義｣ などの見方・考え方を働かせて、多面的・多角的に考察し、表現している。

主体的に学
習に取り組
む態度

・�民主的な社会生活に関わるさまざまな事象を基に、よりよい社会を考え、学習したことを社会生活に生かそうとしている。
・�p.41「節の問いをまとめよう」について、p.70「節の振り返り」の図を完成させ、節の問いの答えを自分なりにまとめ
ている。

対立と合意　　効率と公正　　個人の尊重と法の支配　　民主主義　　分業と交換　　希少性　　協調　　持続可能性

※デジタル教科書オリジナルの問いです
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地理的分野 歴史的分野 公民的分野

データ

指導書（Webサポート）6 評価問題（テスト）やプリントの作成など、授業に役立つさまざまなコンテンツを 
データで収録しています。ウェブサイトからダウンロードしてお使いいただけます。

第２部第３章 第５節 社会の変化と幕府の対策 

教科書p.134～147 

問１ ひとみさんとしゅんさんは，江戸時代に政治の中心となった３人の人物について調べ，［資料１］

［資料２］［資料３］のようにまとめた。［資料１］［資料２］［資料３］を読んで，各問いに答えな

さい。 

［資料１］ 

＜徳川吉宗の政治＞ 

・幕府の財政
ざいせい

を立て直すために，徳川吉宗が行った政治改革のことを（ Ａ ）の改革とよぶ。 

・ぜいたくを禁止し，質
しっ

素
そ

・倹約
けんやく

を掲
かか

げるなどして，ａ幕府の財政再建に努めた。 

→18世紀ごろからｂ農民の暮らしにも変化がみられるようになった。 

［資料２］ 

＜田沼意次の政治＞ 

・田沼意次は，ｃ従来の政策を転換して幕府の財政を立て直そうとした。 

・長崎貿易を活発化するために，海産物の輸出を奨
しょう

励
れい

した。 

→経済政策へのｄ批判が高まった。 

［資料３］ 

＜松平定信の政治＞ 

・幕府の財政を立て直すために，松平定信が行った政治改革のことを（ Ｂ ）の改革とよぶ。 

・荒れた農村を立て直し，都市の貧困を減らすために，江戸に出稼
かせ

ぎに来た農民を故
こ

郷
きょう

へ帰 

した。 

(1) ［資料１］のＡと［資料３］のＢに当てはまる語句をそれぞれ漢字２文字で答えなさい。知 

(2) ［資料１］の下線部ａについて，［資料４］から読み取れることについて述べた［文章１］の①・

②の正誤の組み合わせとして適切なものを次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。知 

［資料４］ 幕領から幕府へ納められた年貢の量と米の値段の変動 

 

 

 

2 
 

 考えよう  

②「整理しよう」を踏まえて、あなたが将軍であったら、どのような処罰を下すだろうか。
以下のいずれかを選び、当時の資料に基づいた判断の根拠を明確にして書こう。 

助助命命  ・・  厳厳罰罰  ・・  そそのの他他  
赤穂浪士たちの処分は、 

その根拠 

 

 表現しよう  

③資料の、実際の幕府の処罰を読み、あなたの考えとどの点に相違があったのか、確認しよ
う。 
④なぜ、幕府は浪士たちに、全員「切腹」という処罰を決定したのだろうか。グループにな
り、その理由を綱吉が目指した政治の考えを根拠に、グループの人に説明しよう。 

メモ欄 

 

評価規準の具体例
①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現

③＝主体的に学習に取り組む態度

評価規準の具体例につながる指導のポイント
①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現

③＝主体的に学習に取り組む態度

〈第１部 第１節のねらい〉
⑴中学校の歴史学習の導入と
して，小学校で学習した内容
を基に課題を追究したり解決
したりする活動を通して，年
代の表し方や時代区分の意味
や意義についての基本的な内
容を理解させ，資料から歴史
に関わる情報を読み取った
り，年表などにまとめたりす
るなどの技能を身に付けさせ
る。
⑵小学校での学習を踏まえ
て，歴史上の人物や文化財，
出来事などと時代区分の関わ
りなどについて考察し，適切
に表現させる。

〈第１部 第１節の評価規準の具体例〉
①年代の表し方や時代区分の意味や意義について
の基本的な内容を理解している。
①資料から歴史に関わる情報を読み取ったり，年
表などにまとめたりするなどの技能を身に付けて
いる。
②時期や年代，推移，現在の私たちとのつながり
などに着目して，歴史上の人物や文化財，出来事
などから適切なものを取り上げ，時代区分との関
わりなどについて考察し表現している。
③過去を継承しつつ，現在に生きる自身の視点か
ら歴史に問いかけ，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追究しようとして
いる。

1 1

歴史をたどろう

◎この絵は何だろう？

⑴絵を活用して，小学校で学
んだ内容を基に，歴史を大き
く変えた人物や出来事を選択
し，その理由を説明できる。

①資料（絵）から知っていることを想起させ，歴
史を大きく変えた人物や事象を選択，理解させ
る。
②歴史を大きく変えた人物や事象などを適切に取
り上げ，関連付けて考察させ，根拠を含めて表現
させる。
③歴史を大きく変えた人物や事象などについて関
心を持たせ，さらに知りたいことやよく分からな
いことを整理させて，これからの学習につなげさ
せる。

２
|
３

２
|
５

１ 年代の表し方と時代区分

◎年代の表し方や時代区分には
どんな種類があるのだろうか。

⑴西暦，世紀，元号それぞれ
の意味と使い方を理解でき
る。
⑵政治の中心地による時代区
分や文化の特徴から名付けら
れた時代区分があることを理
解し，時代を区分できる。

①さまざまな年代の表し方や時代区分について理
解させ，西暦，世紀，元号などを使って適切に説
明させる。
①時代区分は解釈により異なることを理解させ，
資料（絵）に描かれた人物や出来事を事例として
時代を区分する技能を身に付けさせる。
②歴史を大きく変えた人物や出来事などを適切に
取り上げ，時代区分との関わりについて考察さ
せ，「歴史をたどろう」の道の上に，適切に時代
区分を書き込ませる。
③西暦，世紀，元号などの年代の表し方や，さま
ざまな時代区分について，分かったことを整理さ
せ，今後の学習へのつながりを見いださせる。

〈第２節のねらい〉
⑴身近な地域のなかで受け継
がれてきた伝統や文化への関
心を持って，具体的な事柄と
の関わりのなかで地域の歴史
を調べたり，収集した情報を
年表などにまとめたりするな
どの技能を身に付けさせる。
⑵博物館や郷土資料館などの
利用や地域の人々の協力も考
慮し，地域に残る文化財や諸
資料を活用して，身近な地域
の歴史的な特徴を多面的・多
角的に考察し，適切に表現さ
せる。

〈第２節の評価規準の具体例〉
①自らが生活する地域や受け継がれてきた伝統や
文化への関心を持って，具体的なことがらとの関
わりの中で，地域の歴史について調べたり，収集
した情報を年表などにまとめたりするなどの技能
を身に付けている。
②比較や関連，時代的な背景や地域的な環境，歴
史と私たちとのつながりなどに着目して，地域に
残る文化財や諸資料を活用して，身近な地域の歴
史的な特徴を多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
③身近な地域の歴史や受け継がれてきた伝統・文
化に対する関心をもち，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究しようと
している。

６
|
７

１　歴史の謎を探る 〜問いを作ろ
う〜

⑴地域の歴史に触れ，調べて
みたい事柄を探し，グループ
で話し合うなどして調べる課
題を決定できる。

①身近な地域の歴史や受け継がれてきた伝統・文
化に対する関心を高め，学習した人物，身近な人
の話や言い伝え，地域の気になる建物・風景，遺
跡・遺物，行事・風習などから，話し合いを基に
調べるテーマを適切に決めることができるように
する。
①図書館，博物館・資料館，インターネットなど
から適切に情報を集める技能を身に付けることが
できるようにする。

８
|
９

２　資料をよく見てヒントを探そう ⑴教科書や地域の副読本な
ど，身近な資料から基本的な
情報を集め，調べる視点を明
確にして，いくつかの仮説を
立てることができる。
⑵野外調査や聞き取り調査を
通して新たな情報を収集し，
整理できる。

①適切な地図・年表の作り方や，野外調査・聞き
取り調査のしかたを身に付けることができるよう
にする。
①身近な地域の歴史や受け継がれてきた伝統や文
化に関するさまざまな資料を収集し，予想に関連
のある情報を適切に読み取ったり，事実と事実で
ないことを区別したりするなど，記録を適切に整
理できるようにする。
②野外調査や聞き取り調査を通して，分からな
かったことや新たな疑問などを日本の歴史の大き
な流れと結び付けて考察し，自分の予想を根拠を
基に適切に表現できるようにする。

第１部　歴史のとらえ方と調べ方

第１節　歴史の流れと時代区分

第２節　歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた

※身近な地域の調査(10時限分)は，地域の題材に応じて適切な時期に行ってください。
※総時限数を135で構成しています（予備８，「タイムトラベル」11，「章の学習を振り返ろう」６などを含む）。

年間指導計画案

学
期

前
後
期

時限
教科書ペー

ジ
項　　目

（◎ 学習課題）
目　　標

１
年
１
学
期

1
年
前
期

時
期
不
定
期

時
期
不
定
期

10時限分の時
間が必要

1

授業プリント

指導書（指導・評価編）の本文ページの授業展開案（本資料p.7-8）
に対応しています。教科書を活用した授業をサポートするほか、生
徒の自学自習など、多様な授業スタイルに合わせてご活用いただけ
ます。
指導者用の解答も収録しています。

PDF Word

特設ページ対応ワークシート

教科書の「アクティブ」や「学習を振り返ろう」などの特設ページ
に対応し、特設ページに無理なく取り組んでいただけます。歴史は

「タイムトラベル」、公民は「学習の前に」ページにも対応したワー
クシートも収録しています。
指導者用の解答も収録しています。

WordPDF

評価問題（テスト例）

教科書の内容に準拠した設問とし、教科書に掲載している資料を豊
富に使用して資料読解問題にも取り組めるようにしています。ま
た、各問に「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価観点を付し
ているため、観点別評価の参考にもしていただけます。

Word

年間指導計画・評価規準資料

シラバスの作成にご活用いただけます。各分野ごとの年間指導計
画・評価規準資料のほか、地理・歴史・公民３分野の３年間の指導
計画（３学期制用と２学期制用）も収録しています。

Excel

そのほか、
•	 教科書本文〈txt〉
•	 教科書掲載図版〈JPEG〉
•	 一問一答〈Word〉
•	 授業のポイント（板書例）〈txt〉
•	「学習課題」「説明しよう」解答例〈Excel〉
•	 QRコンテンツへのリンク〈html〉
を収録しています。

学習の見通し・振り返りシート 
歴史的分野 第２部 第３章 第５節 社会の変化と幕府の対策 

第５節の問い：なぜ幕府は改革が必要だったのだろうか。 
 
節の見通し 
(1) 「節の問い」について、学んでみたいことや、疑問に思ったことを自分の言葉で表してみよう。 
 
 
 
(2) 解決のために、何が分かればよいか、どのようなことを調べればよいかなど、見通しを立てよう。 
 
 
 
学習前の予想・学習後の振り返り 

 
節の振り返り 
(1) 江戸時代後期に行われた幕政の諸改革は、どのような結果であったか、社会の変化と関連づけてそれぞれ説明してみよう。 
 
 
 
(2) この節で学んだことから、次の節の学習に生かせることを考えてみよう。 
 
 
 
 

本時の項目と学習課題 学習前の予想 学習後の振り返り 

1. 貨幣経済の広まり 
徳川吉宗はどのような改革を行ったの

だろうか。 

 
 
 
 
 

 

2. 繰り返される要求と改革 
百姓の要求と財政難に対して、幕府はど

のような対応を行ったのだろうか。 

 
 
 
 
 

 

3. 江戸の庶民が担った化政文化 
江戸時代後半には、どのような特色を持

った文化が展開したのだろうか。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

見通し・振り返りシート

節ごとに見通しを立て、毎時間の見通し・振り返りを記録し、最後
に節の振り返りができます。単元を通した見通し・振り返り学習を
サポートするほか、学習の前後で生徒の考えの変容を見取ることが
でき、評価の参考にもしていただけます。
指導書と指導者用デジタル教科書（教材）を両方購入すると、ワー
クシートをGoogle Workspaceで運用し、生徒の回答を自動集計
することができます。

Word スプレッドシート デジタル教科書授業支援ツール共通Excel
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地図帳地図帳7

◀�令和３年度版
ワンポイント

　解説編
※�令和７年度版
でも同様に作
成しています。

第３部 第３章 近畿地方 

教科書p.203～218 

問１ 近畿地方の気候について，［地図］を見て，各問いに答えなさい。 

［地図］ 

 

(1) ［地図］のＡ～Ｃの都市の雨温図はどれか，次のア～ウからそれぞれ一つずつ選び，記号で答え

なさい。知 

［雨温図］ 

 

評価問題（テスト例）

帝国書院の教科書に準拠した地理的分野・歴史的分野・公民的分野
のテスト例を収録しています。教科書に掲載している資料を豊富に
使用して資料読解問題にも取り組めるようにしています。また、各
問に「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価観点を付している
ため、観点別評価の参考にもしていただけます。

白地図・ワークシート

地図帳と同じ図取りの白地図と、図に直接書き込む作業や、自らの
文章でまとめる作業を主体としたワークシートを収録しています。
ワークシートには指導者用の解答もあります。

モノクロ図版集

地図帳に掲載している資料図を、白黒版の画像データで収録していま
す。評価問題（テスト）やプリントの作成などにご活用いただけます。

指導書
「活用編」には地図帳を活用した指導例を、「ワンポイント
解説編」には、地名の豆知識や資料解説を掲載しています。

（活用編・
ワンポイント解説編）

紙媒体

◀�令和３年度版
活用編

※�令和７年度版
でも同様に作
成しています。

指導書（Webサポート）
評価問題（テスト）やプリントの作成などに役立つさまざまなデータを
収録しており、ウェブサイトからダウンロードしてお使いいただけます。データ

8
Word

PDF

JPEG
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デジデジタル教科書・教材

1　ビューアの基本機能

ラインアップ別 搭載機能一覧

2　学習ツール

1
ビューアの基本機能

→p.17

2
学習ツール

→p.18

3
コンテンツ
→p.19-21

4
授業支援ツール

→p.22

地
理
・
歴
史
・
公
民

学習者用
デジタル教科書 学びコネクトの一部機能のみ

― ―

学習者用
デジタル教科書+教材セット ―

指導者用
デジタル教科書（教材）

地
図
帳

学習者用
デジタル教科書 学びコネクトの一部機能のみ

― ―

学習者用
デジタル教科書+教材セット ―

指導者用
デジタル教科書（教材） ―

現行版と同じ「超教科書ビューア」を使用しています。より速く教科書紙面やコンテンツを表示 
できるようになりました。

「個別最適な学び」 と 「協働的な学び」 をサポートする新機能を搭載しています。

QRコンテンツにすぐにアクセスできます。

拡大・縮小、書き込みができ、学習履歴はクラウド上に自動�
保存できます。　※容量制限があります。

超紙面　※地理 / 歴史 / 公民のみ対応

1人1台端末での利活用に特化した紙面表示方法
です。紙の教科書のレイアウトにとらわれず、見
開きの内容を見やすく表示することができます。
本文エリアをスクロールすると、表示されてい
る本文に対応した資料が資料エリアに自動で表
示されるようになっています。

資料
エリア

本文
エリア

学びコネクト
～学習要素ワードの
検索機能～

学習要素ワード（紙面タイトル・重要語句）を検索すると、関連した教科書紙面やコンテ
ンツが自動で抽出され、閲覧することができます。書目間の行き来がしやすくなるた
め、分野を連携させた学びを実現できます。
※連携するすべての教材の購入が必要です。
※コンテンツ表示はデジタル教科書+教材セットを購入した場合のみ表示されます。

例えば、地理的分野で歴史
的景観の保全について学習
する際に、地図帳の歴史・
文化・観光に関する地図
や、歴史的分野の関連資料
を調べることができます。

関連する内容を表示

◀地理的分野p.208-209
　�古都京都・奈良と歴史的景観
の保全

▲地図帳p.109-110①近畿地方の歴史・文化・観光 ▲歴史的分野p.423平城京

▲�歴史的分野動画コンテンツ
「東大寺の大仏」

まとめも
～社会科思考ツール～

教科書本文をなぞったりしてカードを作成し、自分の考えを思考ツール上で整理・構造
化することができます。中学校社会科に特化した教科書完全準拠のオリジナル思考ツー
ルテンプレートを収録しています。地図帳には思考ツールのテンプレート一覧を収録し
ています。
指導書（指導・評価編）や指導者用デジタル教科書（教材）の授業支援ツールには、「まと
めも」を使用した単元計画や評価規準を収録しています。（本資料p.11-12，22）

▲公民的分野の思考ツールの例

▲歴史的分野の思考ツールの例

▲地理的分野の思考ツール記入例

教科書本文をなぞって
カードを作成

オリジナル思考
ツールに配置

音声読み上げ、総ルビ表示、白黒反転機能も搭載し、多様な特性に対応した学びをサポートします。

NEWNEW

NEWNEW

NEWNEW

「個別最適な学び」を実現

「協働的な学び」を実現
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3　コンテンツ（地理/歴史/公民）
教科書の学びを深める、デジタル教材ならではのコンテンツを豊富に収録しています。

レイヤーコンテンツ 教科書図版の要素を任意に選択して表示することができます。注目したい要素や要素どう
しの関連性が読み取りやすくなります。

▼すべての要素を表示させた図 ▼要素を選択して表示させた図

▼要素を選択して表示させた図

動画コンテンツ 教科書内容に沿ってNHKエンタープライズと共同作成した動画を収録しています。また、
QRコンテンツのNHK for School動画も教科書紙面からワンクリック閲覧できます。

▲例えば、地理では地形の様子やその地形ができるメカニズムについて、わかりやすく解説しています。

動画収録予定数

地図帳　　　　　デジタル教科書オリジナル動画67本+QRコンテンツ動画  92本
地理的分野　　　デジタル教科書オリジナル動画67本+QRコンテンツ動画163本
歴史的分野　　　デジタル教科書オリジナル動画57本+QRコンテンツ動画108本
公民的分野　　　デジタル教科書オリジナル動画42本+QRコンテンツ動画  67本

※地図帳と地理のデジタル教科書
　オリジナル動画は共通

…

写真で発見！世界の気候 地理的分野の基礎となる気候の概念とその分布について、さまざまな気候帯の写
真や雨温図を座標軸で整理したり、地図上に配置したりと段階を踏んで学習しな
がら理解を深めることができるコンテンツです。気候のメカニズムの解説動画な
ど、関連コンテンツのリンクも用意しています。

地理注目コンテンツ

タイムトラベル名探偵！ 歴史的分野教科書で好評の「タイムトラベル」に描かれている江戸時代の農村を3D
復元し、登場人物との会話などを通して、没入感をもって時代の特徴を学習する
ことができます。歴史注目コンテンツ

ぱんSim
～パン屋さん経営大作戦～

公民的分野教科書で好評の「パン屋さんをつくろう」コーナーと連動し、生徒がパ
ン屋経営をシミュレーションできます。シミュレーションの中で、経済単元で大
切な用語や概念を学習することができます。

公民注目コンテンツ

コンテンツの体験やその他の機能についてはこちらからご覧ください▶

▼すべての要素を表示させた図

共通地 歴 公

共通地 歴 公

NEWNEW

NEWNEW

NEWNEW

https://ict.teikokushoin.co.jp/07jh_campaign/trial/index.html
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3　コンテンツ（地図帳） 4　授業支援ツール（地理/歴史/公民）
地図帳の内容をわかりやすく表示したり、深めたりできるコンテンツを収録しています。 指導者用デジタル教科書（教材）には、先生向けの支援ツールをご用意しています。

主題図コンテンツ 地図帳に収録されている地域別の主題図について、「分ける」「比べる」「重ねる」ことがで
きます。多面的・多角的な視点で地図を読み解く力を育成できます。

２つの地図を重ねて表示して、関係性を
考えることができます。

レイヤー切り替え 自然、交通、都市、産業などのレイヤー（表示項目）の中から、見たいものを選んで表示
できます。相互の関係に着目して、社会的事象を比較したり、関連付けたりできます。

▲すべて選択

◀自然と降水量を比べる

◀�近畿地方の
人口分布

◀�近畿地方の
工業・交通

▲�人口分布と工業・交通を重ねる

▲自然と農業を選択 ▲工業と交通を選択

授業スライド 「指導書（指導・評価編）」に掲載している授業展開例を10～15枚のスライ
ドにまとめ、1時間分ごと収録しています。令和3年度版デジタル教科書
から操作性を向上し、教科書紙面からすぐに起動できるようにしています。

単元と問いの構成/
本文ページ授業展開案

「指導書（指導・評価編）」と同様の紙面を、デジタル教科書からすぐに 
閲覧できます。

指導者用デジタル教科書（教材）は、
　　　　　　　　　　　　　　　　と、　　　　　の 　　種類を販売します。
どちらも、デジタル教科書（教材）の内容は同一です。
指導書とのセット商品 単品 ２

デジタル教科書　章・節まとめ案 学習者用デジタル教科書+教材セットの「まとめも」に収録している思考
ツールを活用したまとめ案や、評価のポイントを収録しています。

本資料p.11-12にサンプルを掲載しています。指導書共通PDF

デジタル版
見通し・振り返りシート

「見通し・振り返りシート」をGoogle Workspaceで運用し、生徒の回答
を自動集計することができます。

本資料p.13にサンプルを掲載しています。スプレッドシート 指導書共通

PDF 指導書共通

NEWNEW NEWNEW

NEWNEW

本資料p.5–８にサンプルを掲載しています。

ラインアップは裏表紙をご確認ください。

超教科書ビューア



ラインアップラインアップ 価格は2024年9月1日以降、
ウェブサイト等で公表します。

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
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※本資料に掲載している内容は、一部変更となる場合があります。
©Teikoku-Shoin Co.,Ltd.2024

〔地理 046-72〕〔歴史 046-72〕〔公民 046-92〕〔地図 046-72〕
※対応教科書番号一覧

指導者用商品

学習者用商品

指導書 社会科 中学生の地理　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）クラウド版付き

社会科 中学生の地理　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）アプリ版付き

社会科 中学生の地理　指導書　※書籍単品

社会科 中学生の歴史　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）クラウド版付き

社会科 中学生の歴史　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）アプリ版付き

社会科 中学生の歴史　指導書　※書籍単品

社会科 中学生の公民　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）クラウド版付き

社会科 中学生の公民　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）アプリ版付き

社会科 中学生の公民　指導書　※書籍単品

中学校社会科地図　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）クラウド版付き

中学校社会科地図　指導書　指導者用デジタル教科書（教材）アプリ版付き

中学校社会科地図　指導書　※書籍単品

普通品 指導者用デジタル教科書（教材）社会科 中学生の地理　クラウド版

指導者用デジタル教科書（教材）社会科 中学生の歴史　クラウド版

指導者用デジタル教科書（教材）社会科 中学生の公民　クラウド版

指導者用デジタル教科書（教材）中学校社会科地図　クラウド版

普通品 学習者用デジタル教科書　社会科 中学生の地理　クラウド版

学習者用デジタル教科書　社会科 中学生の地理　アプリ版

学習者用デジタル教科書　社会科 中学生の歴史　クラウド版

学習者用デジタル教科書　社会科 中学生の歴史　アプリ版

学習者用デジタル教科書　社会科 中学生の公民　クラウド版

学習者用デジタル教科書　社会科 中学生の公民　アプリ版

学習者用デジタル教科書　中学校社会科地図　クラウド版

学習者用デジタル教科書　中学校社会科地図　アプリ版

学習者用デジタル教科書＋教材セット　社会科 中学生の地理　クラウド版

学習者用デジタル教科書＋教材セット　社会科 中学生の歴史　クラウド版

学習者用デジタル教科書＋教材セット　社会科 中学生の公民　クラウド版

学習者用デジタル教科書＋教材セット　中学校社会科地図　クラウド版


